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注
目
さ
れ
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
Ｒ
Ｐ

Ａ
で
あ
る
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は
、「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（Robotic Process Autom

ation

：

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化
）」

を
略
し
た
言
葉
で
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
ル
ー
テ

ィ
ン
ワ
ー
ク（
繰
り
返
し
行
う
定
型
的
な
作
業
）を
自

動
実
行
す
る
技
術
。
こ
れ
ま
で
人
が
行
っ
て
い
た
マ

ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使
っ
た
作
業
を
、
高
速
で
ミ

ス
な
く
、
自
動
で
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
に
は
、
①
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
、
②

サ
ー
バ
型
、
③
ク
ラ
ウ
ド
型
が
あ
る
。

　

①
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
は
、
パ
ソ
コ
ン
１
台
で
完

結
す
る
範
囲
の
業
務
効
率
化
に
向
い
て
お
り
、
パ
ソ

コ
ン
１
台
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
だ
け
で
使
い
始
め

ら
れ
る
手
軽
さ
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
化
の

対
象
も
、
そ
の
パ
ソ
コ
ン
で
人
が
処
理
す
る
作
業
に

ほ
ぼ
限
ら
れ
る
た
め
大
が
か
り
に
な
ら
ず
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
確
実
に
活
用
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
端
末
単
位
で
導
入
す
る
た
め
、
必
ず
し

も
全
社
的
に
管
理
す
る
必
要
が
な
く
、
情
報
シ
ス
テ

Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化

今
後
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
、

業
務
の
効
率
化

　

世
界
に
先
駆
け
て
少
子
高
齢
化
が
進
む
我
が
国
に

お
い
て
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
へ
の
従

事
者
の
確
保
は
、
他
の
業
界
も
含
め
た
競
争
と
な
っ

て
い
る
。
各
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の

効
率
化
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

　

な
か
で
も
医
療
に
つ
い
て

は
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

関
す
る
工
程
表
」（
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
６
月
２
日
閣

議
決
定
）
で
、
医
療
機
関
等

の
業
務
効
率
化
に
関
し
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
促
進
に
よ
る
効

率
的
な
働
き
方
を
実
現
す
る

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
Ａ
Ｉ

技
術
の
活
用
に
よ
る
業
務
支

援
、
業
務
改
善
・
分
析
ソ
フ

ト
の
活
用
等
と
そ
れ
に
よ
る

合
理
化
等
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
方
針
を
後
押
し
す
る
た
め
、
２
０
２
４

（
令
和
６
）
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
医
療
Ｄ
Ｘ
推

進
体
制
整
備
加
算
・
在
宅
医
療
Ｄ
Ｘ
情
報
活
用
加
算

が
新
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
２
０
１
９（
令
和
元
）

年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
働
き
方
改
革（
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
／
医
師
に
つ
い
て
は
２
０
２
４
（
令
和

６
）
年
４
月
か
ら
適
用
）も
あ
り
、さ
ら
な
る
業
務

の
効
率
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　これまで人間のみが対応可能とされていた作
業もしくは高度な作業を人間に代わって実施す
る RPA（ロボティック・プロセス・オートメ
ーション）は、大病院での導入が進み、最近は
一部の中小病院・クリニック、介護事業所にも
普及し始めています。事務作業にかかる時間を
大幅に短縮する RPA 導入による効果、導入す
る際のポイント等をみていきます。
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多
い
職
場
の
業
務
自
動
化
に
適
し
た
選
択
肢
と
い
え

る
。
月
額
一
定
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
や
、
実
行

回
数
に
よ
る
従
量
課
金
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
ラ
イ

セ
ン
ス
費
用
や
イ
ン
フ
ラ
構
築
と
い
っ
た
初
期
投
資

が
か
か
ら
な
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ニ
シ

ャ
ル
コ
ス
ト
が
ネ
ッ
ク
で
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
の
導
入
に

踏
み
切
れ
な
い
場
合
も
、
ク
ラ
ウ
ド
型
で
あ
れ
ば
ス

モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
か
ら
成
功
パ
タ
ー
ン
を
模
索
し
、

よ
り
本
格
的
な
活
用
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
型
を
導
入

し
や
す
い
作
業
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
行
わ
れ

る
単
純
作
業
で
、
現
場
の
担
当
者
が
日
々
行
っ
て
い

る
作
業
を
自
動
化
で
き
る
こ
と
か
ら
、
導
入
の
効
果

が
よ
り
早
く
感
じ
ら
れ
、
広
範
囲
の
業
務
自
動
化
に

取
り
組
み
や
す
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
が
医
療
機
関
で
で
き
る
こ
と

　

医
療
機
関
で
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、

例
え
ば
病
院
の
場
合
は
、入
院
／
外
来
の
患
者
日
報
・

月
報
の
自
動
作
成
、
月
次
の
請
求
額
・
収
入
額
自
動

集
計
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
／
Ｃ
Ｔ
、
内
視
鏡
検
査
レ
ポ
ー
ト
未

読
の
自
動
チ
ェ
ッ
ク
と
メ
ー
ル
通
知
、
退
院
サ
マ
リ

や
看
護
サ
マ
リ
入
力
状
況
の
自
動
チ
ェ
ッ
ク
、
収
益

に
直
結
す
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
の
記
載
を
メ
ー
ル
で

医
師
に
通
知
、
入
院
患
者
シ
ー
ト
や
退
院
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
等
の
自
動
印
刷
、
電
子
カ
ル
テ
か
ら
Ｎ
Ｃ
Ｄ

（N
ational Clinical D

atabase

）、
が
ん
登
録
シ
ス

テ
ム
、
日
本
脳
卒
中
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
の
登
録
用
デ

ー
タ
の
自
動
抽
出
、
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
か
ら
病
院

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
（
病
院
経
営
分
析
ツ
ー
ル
）
や

girasol

（
ヒ
ラ
ソ
ル
／
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
分
析
シ
ス
テ

ム
）
等
へ
の
登
録
用
デ
ー
タ
を
自
動
抽
出
等
が
あ
げ

ム
部
門
と
の
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
導
入
現
場
で
運

用
を
自
己
完
結
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展
開
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
よ
り
大
が
か

り
な
構
成
と
な
る
サ
ー
バ
型
に
比
べ
、
初
期
費
用
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
部
門
・
部
署
単
位
で
の
ス
モ
ー
ル
ス
タ

ー
ト
に
適
し
て
い
る
。
一
方
、
注
意
点
と
し
て
は
、

全
体
的
な
管
理
・
統
制
が
求
め
ら
れ
る
大
規
模
運
用

時
に
は
軌
道
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
移
行
プ
ロ
セ
ス
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
が
十
分
対
応

し
て
い
な
い
場
合
、
活
用
範
囲
を
広
げ
る
足
か
せ
と

な
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
を
導
入
す

る
際
に
は
、
直
近
に
と
ど
ま
ら
な
い
中
長
期
的
な
プ

ラ
ン
を
考
え
て
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

②
の
サ
ー
バ
型
は
、
サ
ー
バ
内
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ロ
ボ
ッ
ト
を
一
括
管
理
す
る
も
の
。
組
織
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
部
門
・
部
署
に
わ
た
っ
て
横
断
的
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
規
模
な
運
用
に
適

し
て
い
る
。
す
べ
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
統
一
さ
れ
た
ル

ー
ル
の
も
と
で
働
く
こ
と
と
な
り
、
管
理
か
ら
漏
れ

る
”野
良
ロ
ボ
ッ
ト
“や
、
誰
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

き
な
い
”ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
“が
生
じ
る
こ
と
が

な
い
。
特
徴
と
し
て
、
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
同
時
に

稼
働
で
き
る
こ
と
か
ら
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
に
比
べ

る
と
、
生
産
性
や
運
用
の
し
や
す
さ
で
は
優
位
と
な

る
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
よ
り
も
多
く
は
初
期
費
用
が

高
く
な
る
も
の
の
、
運
用
規
模
が
拡
大
す
る
ほ
ど
コ

ス
ト
面
で
有
利
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
注
意
点
と
し

て
は
、「
人
の
作
業
を
止
め
に
く
い
」
タ
イ
プ
を
選

ぶ
こ
と
、
機
能
・
費
用
の
両
面
で
将
来
的
な
利
用
規

模
を
見
越
し
て
選
ぶ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。「（
Ｒ
Ｐ

Ａ
が
）
人
の
作
業
を
止
め
る
」
と
は
、
組
織
内
で
サ

ー
バ
型
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
が
活
発
に
な
る
に
つ
れ
て
、

従
業
員
が
用
い
る
パ
ソ
コ
ン
に
対
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
に
作
業
を
処
理
す
る
サ
ー
バ
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
多
く
な
り
、
そ
の
際
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
パ
ソ
コ
ン

を
独
占
し
て
他
の
作
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
人

の
マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
に
反
応
し
エ
ラ
ー
を

起
こ
す
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や
す
く
な
る
こ

と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
作
業

を
サ
ー
バ
か
ら
直
接
処
理
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
邪
魔
し
な
い
設
計
（
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
処
理
）
と
な
っ
て
い
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル

を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

将
来
的
な
利
用
規
模
を
見
越
し
た
機
能
や
費
用
に

つ
い
て
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
部
署
や
設
計
す
る
メ

ン
バ
ー
が
広
が
り
、ロ
ボ
ッ
ト
の
数
も
増
え
た
と
き
、

必
要
な
機
能
を
満
た
す
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
に
対
し
て
、

追
加
費
用
が
ど
の
程
度
か
か
る
か
と
い
う
点
が
課
題

と
な
る
。サ
ー
バ
型
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
の
価
格
設
定
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
管
理
機
能
が
標
準
か
オ
プ
シ
ョ
ン
か
、

あ
る
い
は
利
用
者
１
人
・
Ｐ
Ｃ
１
台
単
位
で
ラ
イ
セ

ン
ス
の
追
加
が
必
要
か
な
ど
、
製
品
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
思
わ
ぬ
出
費
が

活
用
の
ネ
ッ
ク
と
な
ら
な
い
よ
う
、
想
定
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
を
も
と
に
、
念
入
り
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

③
の
ク
ラ
ウ
ド
型
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
そ
の
ク
ラ
ウ
ド

上
に
構
築
さ
れ
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
ツ
ー
ル
の
利
用
環
境
を
用

い
て
業
務
を
自
動
化
す
る
も
の
。
自
動
化
で
き
る
範

囲
は
、
主
に
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
作
業
と
な
る
（
社
内
シ

ス
テ
ム
の
自
動
化
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
）

が
、イ
ン
フ
ラ
の
構
築
や
保
守
運
用
が
必
要
な
い
分
、

コ
ス
ト
を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
た
め
、

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
た
事
務
処
理
が
比
較
的
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個
々
の
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
た

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

昭
和
39
年
に
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉

法
人
兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
（
理
事

長
：
藪
本
訓
弘
氏
）は
、こ
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
、誰
も
が
尊
厳
を
守
ら
れ
、個

性
や
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
そ
の

人
ら
し
い
自
立
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
た
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

現
在
の
法
人
施
設
は
、
2
カ
所
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
は
じ
め
、特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
7
カ
所
、
障
害
者

支
援
施
設
6
カ
所
な
ど
、
県
内
52
カ
所

に
お
い
て
75
施
設
を
運
営
。
職
員
数
約

３
０
０
０
人
を
擁
す
る
全
国
屈
指
の
規

模
の
社
会
福
祉
事
業
団
と
な
っ
て
い
る
。

　

運
営
す
る
2
カ
所
の
病
院
は
、
県
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
中
核

を
担
い
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
入
所

施
設
か
ら
生
活
介
護
、
自

立
訓
練
、
就
労
支
援
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
に
加

え
、
障
害
児
の
入
所
施
設

や
児
童
発
達
支
援
、
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
包
括
的
な
支
援
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
兵
庫

県
か
ら
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
研
究
所
」
の
指
定
管

理
を
受
け
、
す
べ
て
の
人

た
ち
に
や
さ
し
い
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

行
政
や
民
間
企
業
、
大
学

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
機
器
や
福
祉
用
具
の
研

究
開
発
と
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
1
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う

“
ひ
と
に
や
さ
し
い
”
ケ
ア

　

神
戸
市
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
万
寿
の
家
は
、
昭
和
41
年
に
県
内
初

の
特
養
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
令
和
2

年
10
月
に
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
神
戸

市
西
区
か
ら
北
区
に
新
築
移
転
し
た
こ

と
に
伴
い
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
や

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
は
、
介
護

す
る
側
・
さ
れ
る
側
の
双
方
に
と
っ
て

安
心
・
安
全
な
介
護
を
提
供
す
る
た
め
、

リ
フ
ト
等
の
福
祉
用
具
を
活
用
し
た

「
抱
え
上
げ
な
い
、
持
ち
上
げ
な
い
、

引
き
ず
ら
な
い
」
介
助
方
法
と
な
っ
て

い
る
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
と
な
る
「
万
寿
の

家
」
は
4
階
建
て
で
、
1
ユ
ニ
ッ
ト
10

利用者・職員の安心・安全のための
ノーリフティングケアの定着へ

　福祉医療機構では、地域の福祉医
療基盤の整備を支援するため、有利
な条件での融資を行っています。今
回は、その融資制度を利用された神
戸市にある特別養護老人ホーム万寿
の家を取りあげます。同施設は、介
護ロボット機器を活用したノーリフ
ティングケアに取り組み、ケアの質
向上と働きやすい職場環境づくりを
推進しています。その取り組みにつ
いて取材しました。

— 兵庫県神戸市・社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム万寿の家 —

施設の概要施設の概要

〒 651−1133
兵庫県神戸市北区鳴子 3 丁目 1−18
  TEL   078−595−7010
  FAX   078−595−7720　　
  URL   https://www.hwc.or.jp/manju/

開　　設：昭和 41 年 4 月
理 事 長：藪本　訓弘
所　　長：友納　和也
入所定員：100 人
法人施設： リハビリテーション病院 2カ所、特別養護老人ホーム 7カ所、障害者支援施設 6

カ所など　計 75 施設・事業所

社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団 
特別養護老人ホーム万寿の家
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〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949
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